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MUTOH ホールディングス株式会社 

武藤工業株式会社 

MUTOH、諏訪事業所にＣＯ２フリー電力を導入 

MUTOH ホールディングスの子会社である武藤工業株式会社は、諏訪工場において６

月より環境と地域に配慮した「信州 Green でんき」を導入しました。 

              

武藤工業は長野県下諏訪町にある諏訪工場において、中部電力ミライズ株式会社（名古屋市、代表

取締役：大谷 真哉）を通じて、「信州 Green でんき」を導入致します。これは長野県企業局が運営

する、水力発電を由来とした環境に優しい、長野県由来の電力です。今回は、製造ラインに供給す

る全ての電力（１７万Ｋｗh／年）を同電力に切り替え、「ＣＯ２フリーのモノづくり」を目指しま

す。 

また、建家屋上への太陽光パネルの設置や、各種省エネルギー施策を推進し、事業場全体のＣＯ２

フリー化の実現に向け、計画を進めてまいります。 

武藤工業では、“Made in Japan 品質”にこだわり、長野から世界に向け商品を供給し続けています。

これからも地域への貢献を念頭に、環境に配慮した活動を進めてまいります。 

 

■「信州 Green でんき」とは 

中部電力ミライズが長野県公営水力その他の電源から調達した電気に、長野県公営水力等に由来に

する非化石証書を付加することで、実質的に再生可能エネルギーの供給を実現するものです。 

https://miraiz.chuden.co.jp/home/electric/menu/co2_free/shinsyugreen/ 

 


